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会   期：平成26（2014）年 
       11月18日(火) ～12月23日(火・祝) 
       会期中無休 
開館時間：9：00～17：00 
        ※金曜日は19：00まで ※入館は閉館30分前まで  
        ※11月18日（火）は10：00開場 
 
料   金：一般      
       高・大学生 
       ※中学生以下無料  
       ※（ ）内は前売・20名以上の団体料金 
 

9月20日より前売販売開始！ 

1,200円 
900円 

（1000円） 
（700円） 
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【展覧会概要】 

榮久庵憲司 略歴 

榮久庵憲司は、インダストリアル・デザイン(工業デザイン)のパイオニア。その作品は幅広く、卓上醤油

瓶から新幹線まで「これもそうだったの!?」と思うほどです。また、イタリアから、デザイン界のノーベル

賞ともいわれるコンパッソ・ドーロ(黄金のコンパス賞)国際功労賞を授与され、国際的なデザイン振興

の面でも高い評価を受けています。その彼の活動の原点は被爆直後の広島。焼け野原に立った彼は、

美しい道具を沢山の人に届けるという目標を見つけました。この展覧会では、「アート」と「ものづくり」、

二つの垣根を取り払い、戦後日本のデザイン界の創建と国際化に尽力してきた榮久庵憲司の世界を

多角的にご紹介します。 

 

Photo by Yoshiaki Tsutsui/ .AN)AXIS 

1929年 東京に生まれる 
1942年 東京府立第五中学校(現在の東京都立小石川高等学校)に入学 
1945年 海軍兵学校に入学 
1945年9月 福山市に転居。広島県立福山誠之館中学校 (現在の広島県立福山誠之館高等学校)に編入 
1947年 広島県立福山誠之館中学校卒業 
1955年 東京芸術大学卒業 
1957年 GKインダストリアルデザイン研究所設立、所長となる  
1967年 日本万国博覧会会場計画委員会に参加 
     「サイン計画」「ストリート・ファニチャ計画」「モノレール計画」などを担当 
1970年 日本万国博覧会開幕に伴い「ストリート・ファニチャ」統括責任者となる 
1970年 (社)日本インダストリアルデザイナー協会（JIDA）理事長 
1973年 第8回世界インダストリアルデザイン会議実行委員長 
1975年 国際インダストリアルデザイン団体協議会(ICSID)会長 
1979年 ICSIDコーリン・キング賞受賞 
1985年 国際科学技術博覧会会場施設デザイン専門委員 
1986年 ９５ひろしまは変わる10万人委員会副会長 
1988年 広島市現代美術館美術品等選考委員会委員 
1989年 世界デザイン博覧会(名古屋市)総合プロデューサー 
1989年 東京都デザインアップ委員会委員長 
1992年 藍綬褒章、通商産業省のデザイン功労者表彰 
1993年 戦後50周年記念事業（旧被服市廠建物活用）検討委 
      員会委員（広島県） 
1995年 国民文化祭基本構想検討委員会委員（広島県） 
1995年 瀬戸内海文化博物館構想策定会議座長（広島県） 
 1996年 英国ミシャ・ブラッグ賞受賞 
1997年 フランスより芸術文化勲章受章 
1998年 世界デザイン機構(Design for the World、本部は 
      バルセロナ)を設立し初代会長に就任 
2000年 勲四等旭日小綬章受章 
2003年 ラッキーストライク・デザイナー・アワード受賞 
2004年 フィンランド獅子勲章コマンダー章受章 
2005年 広島国際大学客員教授に就任 
2014年 イタリアよりコンパッソ・ドーロ国際功労賞受賞 
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【展覧会構成と内容】 
第1章 
茶碗から都市まで 
 戦後日本の産業社会の発展をデザイン界から切り拓いてきた榮久庵
の活動を、彼がデザインした作品を通じて振り返ります。戦後の高度
経済成長とともに歩んだインダストリアルデザインの歴史を辿りながら、
故郷広島の「ものづくり県」としての発展にも、デザインの分野から貢
献してきた彼の作品群を展観します。  
 榮久庵は、その研ぎ澄まされた美意識によって、茶碗から都市に至
るまで、「人ともの（道具）」の究極の関係を築くことに注力してきました。
醤油瓶など身近な懐かしさを感じる作品から新幹線の車両、ストリート
ファニチャーまで、人々の暮らしを紡ぐインダストリアルデザインの「美」
をご鑑賞ください。 

第2章 
創造工房 
 榮久庵の作品は、彼の率いるデザイナー集団ＧＫグループによって、
具現化されています。ルネサンスの「工房」を彷彿とさせるようなその
活動は、現代美術・建築に大きな影響を与えたドイツの美術建築学校
「バウハウス」のように、デザインの「運動・事業・学問」を連環させるシ
ステムをとっています。 
 本章では、自主研究の成果として、東日本大震災の被災地で実際
に使用された災害支援空間システムや、博覧会で展示されるハイテ
ク・オブジェ、インタラクティブな情報装置などを展示し、アートとテクノ
ロジーが融合する近未来のデザイン世界を提言します。 

第3章 
美の彼岸へ 
 榮久庵は、「道具」が「道の具え」「道の具わりたるもの」という本来の
姿を取り戻せるよう、「道」の東洋的思想と現代社会におけるデザイン
の「美」との融合を志向しました。この融合を榮久庵は「美によって具
えは道を得て道具となり、人は道具を得てその道を悟る。」と説いてい
ます。 
 浄土宗僧侶でもある榮久庵は、「人と道具」が正しい関係を築き上げ
る場として「道具寺・道具村」を構想します。道具村の中心の道具寺に
は「道具千手観音像」を配置し、「池中蓮華」は、道具千手観音像に向
かって修行を続けることで導かれる「人と道具」が共生する理想郷を
表現しています。 
現代の素材とテクノロジーによって形づくられた、「人と道具」のユート
ピアは、「ものづくりとアート」のこれからを私たちに提示しています。 

VMAX 2008年 

しょうゆ卓上びん 1961年 

道具寺道具村構想 2006年 
撮影：富田眞一 

触れる地球 
（共同企画：Earth Literacy Program） 
2001年～ 

エピローグ 
「愛郷ひろしま」 
 榮久庵憲司は、インダストリアル・デザイナーを志した原点として、
原爆投下後、廃墟と化した故郷広島の風景を挙げ、破壊されたモノた
ちを済度することを自分の道としたと述懐しています。 
 故郷広島、そして終戦後に住んだ福山、巡り会った人々に変わらぬ
親愛の情を持ち、広島にも ＧＫグループの拠点を置いています。 
 エピローグとして、榮久庵が愛するひろしまとの交流についてご紹
介します。 
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【関連イベント】 
講演会（広島県立美術館友の会共催） 
日時：11月23日（日・祝）13:30-15:30（受付開始13：00） 
第1部 
演題：「わたしと広島」 
講師：榮久庵憲司（GKデザイングループ  会長） 
第2部 
対談「明日のデザインと迎賓の心」 
講師：榮久庵憲司 
     上田宗冏（茶道上田宗箇流 家元） 
会場：地下講堂  聴講無料 
定員：200名（先着順） 
 
トークサロン 
日時：11月30日（日）13:30-15:30（受付開始13：00） 
演題：「広島から世界に発信するデザイン」 
講師：前田育男（マツダ株式会社執行役員デザイン本部長） 
      山田晃三（ＧＫデザイン機構代表取締役社長） 
会場：地下講堂  聴講無料   
定員：200名（先着順） 
 
ギャラリートーク 
日時：11月21日（金）、11月28日（金）、12月5日（金）、12月12日（金）、12月19日（金） 11:00- 
    11月21日（金）、12月5日（金）、12月19日（金）18:00- 
会場：3階企画展示室 
※入館券が必要です。直接会場にお集まり下さい。 
 
ウェブレポーター大募集 
日時：11月21日（金） 17:00－18:30 
受付場所：３階ロビー 
対象：ホームページ、ブログ、ツイッター、フェイスブックなどで本展のPR にご協力いただける一般の方 
特典：実施当日に限り、本展へご招待 
 
いちだい知のトライアスロン 
日時：12月13日（土）14:00- 
演題：「榮久庵憲司の世界」 
講師：及川久男（広島市立大学教授） 
会場：地下講堂 
定員：200名（先着順） 
※聴講無料（展覧会の入場券または半券が必要です） 
 

【媒体掲載用の画像提供について】  
※いかなる場合も本プレスリリースからの転用はご遠慮ください。  
※都合により出品作品が異なる場合がございます。ご了承ください。  
※画像については提供が可能です。ご掲載の際に画像がご入り用の場合は、当館までお問い合わせください。 
※画像掲載の際には、画像とテキストが掲載されたレイアウト原稿を事前に当館までご提出いただき、1週間 
   程度お時間を頂戴いたします。ご了承ください。  
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【開催概要】 
展覧会名称 
榮久庵憲司の世界展 
 
サブタイトル 
広島が生んだデザイン界の巨匠 
 
開催クレジット 
主催 広島県立美術館、テレビ新広島、ＧＫデザイン機構、中国新聞社 
後援 中国放送、広島テレビ、広島ホームテレビ、広島エフエム放送、FMちゅーピー76.6MHz、 
    エフエムふくやま、尾道エフエム放送、FMはつかいち76.1MHz、FM東広島89.7 
助成 エネルギア文化・スポーツ財団 
協賛           、           、サンポール、イズミテクノ、広島銀行、モデルクラフト、ワコーグループ、 
    アンフィニ広島、JAバンク広島、セムコ・ホールディングス、セムコ・テクノ、大昌工芸、田中電機工業、 
    広島駅弁当、広島県歯科医師会、広島市信用組合、広島デコラ、もみじ銀行 
協力 広島高速交通、広島電鉄、オオアサ電子 
特別協力 マツダ、広島市立大学芸術学部  
 
問い合わせ先 
広島県立美術館 
〒730-0014 広島市中区上幟町2-22   TEL.082-221-6246 FAX.082-223-1444 
E-mail. keiko_yamamoto@nomurakougei.co.jp （山本宛） 
担当 学芸課 角田 新  事業推進課 山本恵子 
  
 

 
MAZDA DESIGN：クルマはアート 
「魂動デザイン」KODO：SOUL of MOTION をテーマに、その歴史の中で培ってきた高い造形力に
よって作られたモデルやオブジェ等、生命感をカタチにするマツダデザインのアートな世界観を紹介 
場所：1階ロビー 
 
 
 
 
 
 
広島市立大学による優秀作品の展示 
広島市立大学芸術学部デザイン工芸学科過去16 年間の卒業制作、修了制作等から厳選した優秀作
品を紹介 
場所：3階ロビー 

【特別協賛】 
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